
1 
 

平成 27 年度全国学力・学習状況調査における山口市の結果概要について 

 

１ 調査の概要 

 

 

（１）目的 

義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学

力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る

とともに、そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを

確立する。また、学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等

に役立てる。 

 

（２）調査期日   平成２７年４月２１日（火） 

 

（３）調査対象   すべての小学校第６学年児童 

          すべての中学校第３学年生徒 

 

（４）調査の内容 

 

①  教科に関する調査（国語、算数・数学、理科） 

・主として「知識」に関する問題 

・主として「活用」に関する問題 

 

・国語Ａ、算数・数学Ａ：主として「知識」に関する問題を中心とした出題 

・国語Ｂ、算数・数学Ｂ：主として「活用」に関する問題を中心とした出題 

・理科：主として「知識」に関する問題と 

主として「活用」に関する問題を一体的に出題 

 

② 生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査 

ア 児童生徒に対する調査 

イ 学校に対する調査 
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２ 教科に関する結果 

 

本市と全国の各教科平均正答率との比較 

 

・全国の平均正答率を１００として、各教科における本市の結果をグラフで表してい

ます。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出題された問題の内容～成果と課題～ 

 

・各教科の調査問題
※ 

 において、「正答率が高かった問題（○）」「課題の見られる問

題（▲）」についてまとめています。 

Ａは主として「知識」に関する問題、Ｂは主として「活用」に関する問題です。 

 

※調査問題の詳細は、国立教育政策研究所の「平成２７年度全国学力・学習状況調

査の調査問題について」（http://www.nier.go.jp/15chousa/15mondai.htm）で閲

覧することができます。 
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○各学校や児童生徒の努力の成果として、小学校・中学校ともに、全ての教科に

おいて全国平均正答率を上回る結果となっています。 
○小学校では特に国語 A、算数 B、理科、中学校でも、特に数学Ｂにおいて、全

国平均正答率を５ポイント以上、上回る結果となっています。 
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（１）小学校の成果と課題 

【小学校国語Ａ】 

○漢字を正しく読むこと 

１ 友人を家に 招く。      → まね（く） 【正答率 98.3％】 

２ 自分の 信念を つらぬく。  → しんねん  【正答率 97.8％】 

３ 全員がすぐに承知 した。   → しょうち  【正答率 94.5％】 

 

▲新聞コラムを呼んで、表現の工夫を捉えることができるかどうか見る。 

（下図参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正答は、 

「２，４」 です。 【正答率 64.4％】 

「２または４」と一方だけを解答した誤答

が多くありました。 

正答は、 

「読書という」 です。 【正答率 22.0％】 

半数近くの児童が、「世界の人々」や「本を

楽しむ」など５のまとまりに反応している

誤答が多くありました。 

【小学校国語 A】では、漢字を正しく読むことについて、非常に高い正答率を示しています。 

“本や文章の一節や文、語句などを引いてくること”である「引用」について理解がされ

ていないことに課題があります。熟語の意味を正しく理解するとともに、問題文の意図をし

っかりと把握していく読解力を身につけていく必要があります。 
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【小学校国語Ｂ】 

○目的に応じ、中心となる語や文を捉えることができること        【正答率 89.2％】 

○目的に応じ、文章の内容を的確に押さえながら要旨を捉えることができる 

【正答率 82.5％】 

 

▲文章と図とを関連付けて，自分の考えを書くことができる  （下図参照） 

      【正答率 43.4％】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【小学校国語 B】では、文章と図とを関連付けて、自分の考えを書く問題の正答率が 43.4％

であり県平均を下回っています。問題文の意味を理解し必要となる情報を取り出し、それ

らを関連付けることに課題があり、条件に合わせて文章を書く力も身につけていく必要が

あります。 

正答は、下の条件をすべて満たしたもの。                  

① 「リコーダー①」「小だいこ」「木きん」という三つの言葉を使っている。 

② 【文章】の中で説明している決めるときに大切なこととして「折り合いをつけて決めてい

く」または、「ゆずり合って決めていく」という内容を取り上げている。 

③ 書き出しの言葉に続けて 80 字以上 100 字以内で書いている。 

半数近くの児童が、①～③のいずれかの条件が不足する誤答をしていました。 
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【小学校算数Ａ】 

○計算式を解くこと （下図参照） 

 ○「繰り上がりのある 2位数の加法計算」 

○「異分母の分数の減法の計算」 

○「除数が整数である場合の分数の除法の

計算」 

 

▲末尾の位のそろっていない小数の減法の

計算 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○式と図を関連付けて考えること （下図参照）        【正答率 90.6％】 

 

 

 

 

 

 

  

100【正答率 98.3％】 

5.99【正答率 76.1％】 

【正答率 83.8％】 

【正答率 89.3％】 

末尾をそろえて筆算をしている児童

が多くいました。 

 小数点の位置に関しては、小数の乗法

の筆算形式と混同しているものと考えら

れます。 

式に表現された数量の関係を、図

と関連付けることは、相当数の児童

ができています。 

正答は、 

 

 

 

 

 

 
            です。 
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▲二等辺三角形を、円の性質と関連付けて考えること（下図参照） 

【正答率 47.8％】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲円の性質から三角形の等辺を捉え、

二等辺三角形の性質から底角の大

きさを求めること 

       【正答率 63.0％】 

 

  

  

正答は、 

「１」  です。      

 示された三角形が二等辺三角形に

なる根拠を円の性質と関連付けて判

断することに課題があります。 

 ここでは、「２」「３」「４」の誤答

をした児童が同程度の割合でいまし

た。 

これは、円の性質と二等辺三角形

の特徴を関連付けずに、円の特徴を

選択していると考えられます。 

正答は、 

「５５」  です。      

 円の性質から三角形の等辺を捉え、二等辺三角形の性質から底角の大きさを求めることに課題

があります。 

「７０(度)」と解答している児童がおり、二等辺三角形の底角を正しく捉えることができず、 

○アの角と同じ角度を解答していると思われます。 

また、「４５(度)」という解答がありましたが、これは、三角形 ABC を、直角二等辺三角形と

捉えていたり、およその角度で解答したりしていると考えられます。 

【小学校算数 A】では、四則計算についてはある程度の習熟はできていますが、その中で、

小数の末尾の揃っていない加減の計算に課題が見られます。 

また、図形を構成する要素に着目して図形の性質を理解することにも課題があります。 
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【小学校算数Ｂ】 

○平行四辺形の性質を基に、平行四辺形を構

成することができる辺の組み合わせを見

つけること （右図参照） 

 

【正答率 95.4％】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲示された情報から基準量を求める場面と捉え、比較量と割合から基準量を求めること 

（下図参照）                         

【正答率 14.3％】 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正答は、 

「480÷1.2」 

「□×1.2＝480」 

「480÷120×100」 

の、いずれかです。 

「480÷0.2」「480÷20」 

「480×0.2」「480×20」など

の誤答が数多くありました。 

これは、20％増量前後の数

量関係を捉えることができ

ず、問題に示された量と割合

を乗除の式に表そうとしてい

ると考えられます。 

正答は、 

４  です。 

平行四辺形を構成することができる辺

の組み合わせを正しく判断することは、相

当数の児童ができています。 

日常生活において、20％増量、30％値引きなど、割合が様々な場面に用いられています。

その意味を理解するためには、基準量と比較量、割合の関係を的確に捉えることが重要で、

特に基準量を意識するように指導することが大切です。 



8 
 

▲長方形の面積を２等分する考えを基に、分割された２つの図形の面積が等しくなる理由

を、言葉や数、記号を用いて記述すること  （下図参照） 

                             【正答率 13.6％】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

正答は、次の 
①②③の全てまたは、①②を

書いているもの です。 
① アとイ、ウとエの面積が

それぞれ等しいことを

示す数や言葉 
② オがアとウ、カがイとエ

をそれぞれ合わせた図

形であることを示す言

葉 
③ 同じ面積の図形を合わ

せていることから、オと

カの面積が等しいこと

を示す数や言葉 
（正答例） 
・アとイの面積は等しく、ウ

とエの面積も等しいです。

オは、アとウを合わせた図

形で、カは、イとエを合わ

せた図形です。だから、オ

とカの面積は等しくなり

ます。 

 ここでは、「アとイは等しい、ウとエも等しい。だから、オとカも等しい。」 

という誤答をした児童が多くいました。 

 これでは、オとカがそれぞれ等しい面積に分けられた図形同士を合わせた図形であること

の記述ができていません。 

 示された考えを基に、根拠となる事柄を過不足なく説明することができるようにすること

が大切です。 

【小学校算数 B】では、平行四辺形を構成することについては、よくできているものの、示

された情報から基準量を求める場面を捉え、比較量と割合から基準量を求めることに課題が

あります。 
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【小学校理科】 

  ○メダカの雄雌を見分ける方法を理解すること （下図参照）   【正答率 84.9％】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲顕微鏡の適切な操作方法を身につけていること （下図参照） 

 【正答率 45.4％】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

正答は、 

「２ 調節ねじを回した」 

です。 

 この問題では、「１ 鏡の向

きを調節した」「４ 対物レン

ズを違う倍率にした」とする誤

答が数多くありました。 

 これらは、顕微鏡の焦点を合

わせるには、鏡の向きを調節し

たり、対物レンズを違う倍率の

ものにしたりすればよいと考

えており、操作方法を充分に理

解していないと考えられます。 

正答は、 

「１ せびれ ３しりびれ」 

です。 

 魚を育て、観察をすることを

通して、ひれなどの形状の違う

魚の存在に気付き、形状の違い

により、雄雌を見分けられるこ

とをしっかりと捉えられるよう

にすることが大切です。 

【小学校理科】では、知識と活用を合わせた問題が出題され、「顕微鏡の適切な操作方法を

身につけていること」、「植物の適した栽培場所を判断する場合において、植物の成長の様子

と日光の当たり方を適用して考察すること」、「析出する砂糖の量について分析するために、

グラフを基に考察し、その内容を記述できること」に課題があります。 
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（２）中学校の成果と課題 

  

《成果を上げた取組の一例》 

○島地小学校…３･４年、５･６年が複式学級の学校ですが、算数、社会、理科については、

学級担任に加え担任以外の教員が交替で授業に入るシステムを構築（複式解消カリキュラ

ムの作成）し、複式を解消し単学年での授業を実施しています。個別指導を充実させるこ

とと子どもが集中して学べる環境を整えています。 

○上郷小学校…全校で「計算ドリルや漢字ドリルを３回」をめざして計画的に取り組み、基

礎的な学力が定着してきています。また、校区にある県立山口農業高等学校や山口学芸大

学と連携を図り、体験学習や交流活動の充実に努めていますが、その振り返りとして、作

文を書いたりお礼状を書いたりする機会を設け、「書くこと」の学習に力を入れています。 

○小郡小学校…算数の少人数指導を学力向上の中核に据えて、個別指導に力を入れていま

す。また、※板書型指導案の蓄積や、高学年における国語と算数の※授業交換を通して、

学校全体で教員の指導力の向上にも日々取り組んでいます。 

○良城小学校…４年生の算数は、少人数による学習を行っており、日々の授業の中で一人ひ

とりの理解状況を確認し、「わからない」と感じている児童に個別指導を行っています。

また、国語と算数では、基礎・基本を大事にした「毎日プリント」（やまぐち学習支援プ

ログラム）を宿題とし、基礎学力の定着を図っています。 

○大海小学校…学力調査実施後の早い時期に分析結果をもとに全校職員で自校の課題や解

決に向けた方法を話し合い、校内研修でその取組を具体的に進めています。また、放課後、

子どもたちの学習状況や指導法等、授業について情報交換を積極的に行っています。 

○陶小学校…思考力・表現力を高めるために、「自分の考えを書くこと」を中核に据えた学

習活動を、授業の中に仕組んでいます。特に、算数の授業では、ホワイトボードを用いて

自分の考えを明示し、他者に説明する活動を取り入れています。思考をホワイトボードで

見えるように(可視化)することを繰り返したことで、筋道を立てて考えたり、言葉で説明

したりする力がついてきています。 

○徳佐小学校…子ども一人ひとりの学習意欲を高める工夫を継続しています。具体的には、

授業の導入を重要視し、子どもを惹きつける視覚的な教材を開発したり、めあてを子ども

と共につくる活動を組み入れたりするなどの工夫をしています。このことにより、各授業

における発言や活動の量、集中力が格段に上がってきています。 

※板書型指導案：黒板に書く内容を中心にしてつくられた授業計画の案 

※授業交換：担任が特定の教科を交換して授業を行うこと(いわゆる中学校の教科担任制) 
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【中学校国語Ａ】 

○相手の反応を踏まえて話すこと                【正答率 93.9％】 

〇登場人物の言動の意味を考え、内容を理解すること       【正答率 92.4％】 

〇文章から適切な情報を得て、考えをまとめること        【正答率 95.1％】 

〇文脈に即して漢字を正しく読むこと              【正答率 94.6％】 

 

▲語句の意味を理解し、文脈の中で適切に使うこと 

 ・彼がこの討論の（１火種 ２点火 ３火薬 ４口火）を切った  【正答率 64.0％】 

・（１たてこもる ２たちならぶ ３たなびく ４たたずむ）雲の間から、春の光がも

れている                         【正答率 51.4％】 

▲単語の類別について理解していること（下図参照）       ① 【正答率 63.3％】 

      ②【正答率 30.0％】 

 

 

 

 

  

正
答
は
、 
①
「
３ 

形
容
詞
」
②
「
１ 

名
詞
」 

 

で
す
。 

単
語
を
正
し
く
類
別
す
る
に
は
、
単
に
文
法
的
な
知
識
と
し
て
学
習
す
る
だ
け
で

は
な
く
、
具
体
的
な
文
章
を
通
し
て
考
え
る
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

例
え
ば
、
伝
え
た
い
内
容
を
明
確
に
す
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
語
順
に
す
れ
ば

よ
い
か
検
討
さ
せ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
言
葉
が
文
中
で
ど
の
よ
う
な
働
き
を

し
て
い
る
か
を
考
え
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。 

【中学校国語 A】では、「表現の技法の理解」と「語句の意味を理解し文脈の中で適切に使

うこと」、「単語の類別」について課題があります。語句の辞書的な意味を基にして、文脈

に即して意味を捉えていくように指導していくことが大切です。 
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【中学校国語Ｂ】 

○効果的な資料を作成し、活用して話すこと          【正答率 89.4％】 

〇表現の工夫について自分の考えをもつこと          【正答率 90.6％】 

 

▲複数の資料から適切な情報を得て、自分の考えを具体的に書くこと （下図参照） 

【正答率 21.6％】  

 

  

正
答
は
、 

条
件
１
・
２
を
満
た
し
て
解
答
し
て
い
る
も
の

で
す
。 

（
正
答
例
） 

・
Ａ
と
Ｂ 

（
二
〇
二
〇
年
の
日
本
は
、
）
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
影
響
で
様
々
な
ス
ポ

ー
ツ
に
注
目
が
集
ま
る
だ
ろ
う
。
今
後
増
え
て

い
く
高
齢
者
も
ス
ポ
ー
ツ
に
関
心
を
も
つ
と
思

わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
社
会
に
、
私
は
、
ス
ポ

ー
ツ
関
連
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
る
こ
と
で
積

極
的
に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
。 
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▲文章の構成や展開などを踏まえ、根拠を明確にして自分の考えを書くこと 

（下図参照）                 【正答率 30.7％】  

  

【中学校国語Ｂ】では、「複数の資料から適切な情報を得て、自分の考えを具体的に書く

こと」に課題があります。複数の本や資料に書かれていることを正確に理解した上で、

感じたことや考えたことを他の人に話したり、文章に書いたりして、新たな気付きや問

題意識を明らかにすることが大切です。 

正
答
は
、 

条
件
１
～
３
を
み
た
し
て
い

る
も
の 

で
す
。 

（
正
答
例
） 

最
後
の
一
文
は
あ
っ
た
方

が
よ
い
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
な

ら
、
最
後
が
ま
っ
暗
闇
で
終
わ

れ
ば
、
暗
闇
の
恐
ろ
し
さ
が
繰

り
返
さ
れ
る
展
開
に
な
る
た

め
、
読
み
手
の
恐
怖
感
が
一
層

増
す
と
思
う
か
ら
で
す
。 
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【中学数学Ａ】 

○比の意味を理解していること         【正答率 93.8％】 

 

 ▲数量の関係を文字式にあら

わすことができる 

（右図参照）  

      【正答率 23.1％】 

 

 

 

 

 

 

 

▲証明の必要性と意味を理解していること（下図参照）      【正答率 24.8％】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

正解は、「ウ ①は証明できているが、

②は２つの直線の交わる角度をいろい

ろと変えて同じように確かめても証明

したことにならない」  です。 

正答は、 
５

３
a    です。 

数量の関係を文字式に表すことに課題があります。全体のおよそ半分の生徒が「
３

５
ａ」と解

答して誤答となりました。問題の中に「倍」という表現が含まれることから、「ａ×
３

５
」と

立式したと考えられます。「何の」
３

５
倍かということの理解が十分でない可能性があります。 

【中学校数学 A】では、「数量の関係を文字式に表すこと」や「証明の必要性と意味を理

解すること」について課題が見られます。具体的な数や言葉を使った式を利用して関係

を捉えていくことや、帰納と演繹の違いを理解し証明の必要性と意味について理解を深

められるようにしていくことが大切です。 
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【中学数学Ｂ】 

○問題場面における考察の対象を明確に捉えていること      【正答率 81.3％】 

 

▲事象を式の意味に即して解釈し、その結果について、数学的な表現を用いて説明する

ことができる   （下図参照）               【正答率 10.8％】 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ▲資料の傾向を的確に捉え、判断の理由を数学的な表現を用いて説明することができる 

（下図参照）   【正答率 23.5％】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正解は、「イ」を選択し、 

「映像の明るさが投影画面の面積に反比例すること」 

「文字や数値を用い、投影画面の面積を
１

２
倍にすると映

像の明るさはいつも 2 倍になること」のいずれかを記

述しているもの です。 

正答の条件は、（A）、(D)または(B)、（D）、または(C)、(D)について記述しているもの です。 

(A) ２回目の調査結果では、落し物が極端に少ない学級があるから平均値が下がっていること。 

(B) １学級を除くとグラフの形がほとんど変わっていないこと、最頻値が変わらないこと、中

央値が含まれる階級が変わらないことのいずれか。 

(C) 落し物の個数が 24 個以上 27 個以下の学級が増えていること。 

(D) 1 回目の調査結果より 2 回目の調査結果の方が必ずしもよくなったとは言い切れないこと。 
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▲事象を図形に着目して考察した結果を基に、問題解決の方法を図形の性質を用いて数学

的に説明することができる    （下図参照）    

【正答率 23.9％】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【中学校数学 B】では、「活用」に関する問題の正答率は高いものの、記述式の回答におい

て無回答率が高い結果となっています。また、問題解決の方法や手順、判断の理由などを

的確に説明することに依然として課題が見られます。 

 様々な問題を解決できるようにするために、問題解決の方法や手順を説明する場面を設

定し、図形の性質などの「用いるもの」と、その「用い方」について明らかにすることが

できるように指導することが大切です。 

正答の条件は、次の 

(A)、(B)について記述しているもの 

です。 

(A) ２組の向かい合う辺がそれぞれ

等しい四角形は平行四辺形であ

ることを用いること 

(B) EF＝GH（または EH＝FG）と

なる位置に点 F をとること 

この問題では、無回答が半数近くありました。 

問題解決の方法については、解決の構想を立てる際

に考えるだけでなく、問題解決後にその過程を振り返

りながら、「何を用いたのか」「どのように用いたのか」

を明らかにして、数学的な表現を用いて説明する活動

を充実させることが大切です。 
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【中学理科】 

 ○塩化ナトリウムを化学式で表すことができる     NaCl    【正答率 86.2%】 
 

 ▲雲の成因に関する知識を活用して、資料を基に他者の考察を検討して改善し、水の状態

変化と関連付けて雲の成因を正しく説明することができる  （下図参照）     
      【正答率 16.6％】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲声の高さは何に関係しているのか調べる課題のもと、声の高さを決める条件が「空気の

部分の長さ」か、「水の部分の長さ」か、を確かめる実験を計画すること （下図参照） 
                       

                           【正答率 32.5％】 

 

  

正答は、「エ」を選択し、次の(A)(B）を満たしてい

るもの  です。 
(A) 水蒸気が水滴（氷の粒）に状態変化することに

ついて記述 
(B) 水蒸気が冷やされることについて記述 
 ここでは、｢イ｣や「ウ」を選択する誤答が数多く

ありました。 
 高度と気圧や気温の関係、水が状態変化する仕組

みについて正しく理解しておくことが大切です。 

正答は、 

X…イ Y…ア Z…エ （Y、Z 順不動） 

です。 

この問題では、「ア」「ウ」の誤答が多

く見られました。 

 これは、コップに水を注ぐときの音の

変化に関係する二つの要因を見出せてい

ないものと考えられます。 
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《成果を上げた取組の一例》 

○阿東中学校…･授業における学習規律(２分前着席、挨拶、聞く姿勢)の確立や生徒同士、教

師と生徒の信頼関係の構築により、授業に集中できる環境づくりを進めています。また、

学習委員会による自主学習ノートの評価や優秀ノート作成者の表彰、ノート紹介が進めら

れ、放課後の自主学習においては教え合い活動が定着しています。 
○湯田中学校…「2 分前着席、1 分前黙想、定時に全学級が授業開始」を生徒と教職員が意

識し、徹底して取り組んでいます。授業においては、「めあてを生み出し、振り返りがあ

る授業」を合言葉に、学習意欲を育む仕組みづくりを行っています。生徒の規範意識の育

成と教職員の授業改善への取組、そして生徒と教職員とのよりよい人間関係づくりが学力

の安定につながっています。 
○二島中学校…総合的な学習の時間では、「統計グラフコンクール」に向けて、４か月間「テ

ーマ設定、思考ツールの活用、調査活動、まとめ、発表」の活動に取り組みます。様々な

情報から必要な情報を取捨選択したり、常にテーマを意識しながらまとめ表現する活動を

経験したりすることによって、考える力がついています。また、家庭学習において予習を

奨励し、その効果を生徒自身も感じたことで、日々の学習への関心も高まってきています。 
○平川中学校…終学活の１０分間を利用して、家庭学習の計画を立てさせ、帰宅後にスムー

ズに家庭学習に取り組めるようにしています。中には、計画を立てた直後から自主学習に

取り組む生徒もいます。また「家庭学習の手引き」を配布し、学習方法を具体的に提示し

て実践させています。さらに、小学校と連携して、自主学習ノートの効果的な取組につい

ての検討も進めています。これらのことを通して、望ましい学習習慣が少しずつ身につい

てきています。 
○小郡中学校…「教えて考えさせる授業」の理念を深化させ、１「教える（説明・めあての

確認）」２「考えさせる①（理解確認）」３「考えさせる②（理解深化）」４「考えさせる

③（自己評価）」の四段階を通して授業改善を図る研究を進めています。また、※教育力

向上指導員による授業公開を行うなどして、教員の指導力の向上を図っています。 
※教育力向上指導員：教育に関する高い専門性を有する教員 

【中学校理科】では、「実験の結果を分析して解釈し、炭酸ナトリウムを溶かした方の試験

管を指摘すること」や、「他者の考えを見直して改善し、水の状態変化と関連付けて雲の成

因を正しく説明すること」、「音の高さは、空気の部分の長さに関係していることを確かめる

実験を計画すること」について、4 人に１人が無回答である点に大きな課題があります。 

 科学的な思考力や表現力を育成する上で、観察・実験の結果を分析して解釈できるように

するとともに、考察などを検討して改善する際には、多面的、総合的に思考できるようにす

ることが大切です。また、科学的に探求する能力の育成をする上で、自然の事物・現象の原

因として考えられる複数の要因を基に、知識や概念を活用して仮説を立て、それらを検証す

るための実験を計画する学習場面を設定していくことが必要です。 
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３ 生活習慣や学習環境等の結果 

質問に対して「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」という肯定的な回答

を全国と比較し、本市の小・中学生の「望ましい状況（○）」と「課題の見られる

状況（▲）」をまとめています。 

※AFPY の理念をもちいた授業改善：AFPY とは、 Adventure Friendship Program in Yamaguchi の

略で、山口県独自の体験学習法。〈安心・安全〉、〈課題設定〉、〈ルール〉、〈コミュニケーション〉、

〈達成感〉、の５つの視点を持つ。この授業改善は、教え方を示すものではなく、授業の仕組み方

を工夫していこうとする意味をもつ。 

 

山口市教育委員会は、今年度の成果と課題を踏まえ、日常的な学校訪問によって各

学校の実態に応じたきめ細かな指導助言と支援を継続することで、児童・生徒の学力

の向上と望ましい学習習慣の定着を図ってまいります。 

○「朝食を毎日食べる」「毎日同じくらいの時刻に寝起きしている」等は 95％
を超え、規則正しい生活に関して、引き続き望ましい状況が見られます。 

○「話し合い活動をよく行っている」「目標（めあて・ねらい）が示されている」

「学習を振り返る活動が行われている」と感じている児童・生徒の割合が、

どれも 90％を越え、全国と比較してかなり高くなっています。めあての提示

やコミュニケーション活動の充実、達成感を味わう活動など、※ＡＦＰＹの

理念を用いた授業改善が浸透してきており、安定した学習スタイルと学びの

場が保障され、安心して学習できる環境が整っています。 
○「学校の規則を守る」「人の気持ちが分かる人間になりたい」「いじめはどん

な理由があってもいけない」「人の役に立つ人間になりたい」と回答した児童

生徒の割合は、それぞれ 95％程度です。学校活動全体を通じて人権意識の醸

成や規範意識の向上に努めてきた成果といえます。 
○「家で宿題をしている・授業の復習をしている」「家の人と学校での出来事に

ついて話をする」「家の人は授業参観などの行事に来る」と回答した児童・生

徒の割合も 80％以上で高い傾向にあります。学校と家庭が一体となって子ど

もを育てていく取組が浸透してきています。 
▲「新聞を読んでいる」児童・生徒の割合は、全国と比較して高くなっていま

すが、「ほぼ毎日読んでいる」割合は１割に満たない程度です。小・中学生と

もにテレビやインターネットでニュースはよく見ていますが、「活字離れ」が

進んでいる傾向にあり、新聞や読書などをとおして想像力を働かせる活動を

より進めていくことが求められます。 
▲地域の行事には参加していますが、「地域や社会で起こっている出来事に関心

がある」「地域や社会をよくするために何をすべきか考えたことがある」児

童・生徒の割合は若干低い傾向にあります。活動が義務にならないよう、地

域の子どもとして使命をもって取り組めるような協働のまちづくりを、コミ

ュニティ・スクールを中心にさらに進めていく必要があります。 


